
笑顔とがんばりの町
広
報おのまち
雄大な景色を満喫！雄大な景色を満喫！

平成20年
№544 6

５月18日、小野町の最高峰、矢大臣山の山開きが行われました。
当日は天気にも恵まれ、登山者の皆さんは、新緑や雄大な景色を楽しんでいました。
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　町では人口増につながる施策を最優先課題としてとらえ、重点施策の一つとして「子育て・子育ちしやす
いまちづくり」を目指し、様々な子育て支援事業に取り組んでいます。
　本年度より、子どもを生み育てやすい環境づくりを一層進めるため、新たに多子世帯の保育園・幼稚園
保育料を軽減することとし、併せて保育料徴収金基準額の引き下げを行うなど、子育て支援の更なる充実
を図ることにしました。

　保育料徴収金基準額の見直し
　保育園の保育料は、世帯の所得税または市町村民税の課税状況により
決定します。
　今回、保育料の徴収金基準額を下記のとおり改正し、所得税非課税世
帯等を除き10%から20%引き下げ、保護者の負担軽減を図ります。
（例）階層区分第５の場合
　　　　　　　　改正前保育料　　　　　改正後保育料
　３歳未満児　　　38,000円　　　⇒　　　30,000円
　３歳以上児　　　29,500円　　　⇒　　　26,500円

◆問い合わせ　教育課　☎７２－６７８０

園庭で遊ぶ子ども達

国の基準 （単位：円）
各月初日の入園児童の
属する世帯の階層区分

徴収金基準額
（月額）

階層
区分 定　　　義 ３歳未満児

の場合
３歳以上児
の場合

第１ 生保法被保護世帯（単給世帯含む） 0 0

第２ 第１・４～
７階層を除
き、前年度
分市町村民
税額の区分

市町村民
税非課税
世帯

9,000 6,000

第３
市町村民
税課税
世帯

19,500 16,500

第４

第１階層を
除き、前年
分の所得税
課税世帯で
その所得税
の額の区分

40,000円
未満 30,000 27,000

第５

40,000円
以上
103,000
円未満

44,500 41,500

第６

103,000
円以上
413,000
円未満

61,000 58,000

第７ 413,000
円以上 80,000 77,000

小野町（改正前） （単位：円）
各月初日の入園児童の
属する世帯の階層区分

徴収金基準額
（月額）

階層
区分 定　　　義 ３歳未満児

の場合
３歳以上児
の場合

第１ 生保法被保護世帯（単給世帯含む） 0 0

第２ 第１・４～
７階層を除
き、前年度
分市町村民
税額の区分

市町村民
税非課税
世帯

9,000 6,000

第３
市町村民
税課税
世帯

19,500 16,500

第４

第１階層を
除き、前年
分の所得税
課税世帯で
その所得税
の額の区分

64,000円
未満 30,000 27,000

第５

64,000円
以上
160,000
円未満

38,000 29,500

第６

160,000
円以上
408,000
円未満

43,500 32,700

第７ 408,000
円以上 51,500 33,100

小野町（改正後） （単位：円）
各月初日の入園児童の
属する世帯の階層区分

徴収金基準額
（月額）

階層
区分 定　　　義 ３歳未満児

の場合
３歳以上児
の場合

第１ 生保法被保護世帯（単給世帯含む） 0 0

第２ 第１・４～
７階層を除
き、前年度
分市町村民
税額の区分

市町村民
税非課税
世帯

9,000 6,000

第３
市町村民
税課税
世帯

19,500 16,500

第４

第１階層を
除き、前年
分の所得税
課税世帯で
その所得税
の額の区分

40,000円
未満 27,000 24,300

第５

40,000円
以上
103,000
円未満

30,000 26,500

第６

103,000
円以上
413,000
円未満

34,800 29,400

第７ 413,000
円以上 41,200 29,700

※この表における３歳未満児とは、４月１日現在で満３歳に達していない児童をいい、その児童が年度の途中で満３歳に達した場合でも、その年度中
に限り３歳未満児とみなす。（年度の途中で入園し、入園した月の初日現在満３歳に達していない場合は、その年度中に限り３歳未満児とみなす。）

⇒

　保育料軽減内容
●対象者
　18歳以下の子を扶養している世帯で、「保育園」に
入園している第２子以降の３歳児、４歳児、５歳児
　18歳以下の子を扶養している世帯で、「幼稚園」に
入園している第２子以降の４歳児、５歳児
●軽減内容
　18歳以下の兄、姉から数えて第２子の保育料　　
　半額
　18歳以下の兄、姉から数えて第３子以降の保育料
　無料　　　　　

（例１）８歳、５歳、３歳の子どもがいる世帯で、５歳、
３歳の子どもが保育園に入園している場合

　　　５歳の第２子保育料は　半額　
　　　３歳の第３子保育料は　無料
（例２）10歳、８歳、４歳の子どもがいる世帯で、４

歳の子どもが幼稚園に入園している場合
　　　４歳の第３子保育料は　無料
（例３）19歳、10歳、５歳の子どもがいる世帯で、５

歳の子どもが幼稚園に入園している場合
　　　５歳の第３子保育料は第２子扱いとなり
　　　半額

保育園・幼稚園保育料　第２子半額・第３子以降無料化!!
子育て・子育ちしやすいまちづくり
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検閲式の様子

「飯豊小学校緑の少年団」結団式 ～街頭募金実施～
　

５
月
２
日
、
飯
豊
小
学
校
に
お
い
て
、
全
校
児
童
参
加
の
も
と

平
成
20
年
度「
飯
豊
小
学
校
緑
の
少
年
団
」の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
渡
辺
敏
夫
育
成
会
長
か
ら
団
長
の
宗
像
馨
奈
さ
ん

に
役
員
の
任
命
書
が
手
渡
さ
れ
、
副
団
長
の
佐
久
間
寛
太
さ
ん
に

団
旗
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
久
間
副
団
長
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
宗
像
団
長
よ
り
今
年

度
の
活
動
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
の
少
年
団
は
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
愛
し
未
来
に
引
き
継
ぐ

こ
と
を
目
的
に
、
緑
の
街
頭
募
金
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
プ
ラ
ン

タ
ー
配
付
、
再
生
紙
作
り
な
ど
緑
化
の
推
進
と
環
境
整
備
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

結
団
式
終
了
後
、
お
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
緑

の
街
頭
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

募
金
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
、
お
礼
を
申
し

上
げ
、
飯
豊
小
学
校
緑
の
少
年
団
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

結団式の様子

街頭募金の様子

◇退職消防団幹部感謝状贈呈者◇
№ 階　　級 氏　名 行政区
１ 前 第 ５ 分 団 長 鈴木　　健 浮 金
２ 前第１分団副分団長 遠藤　和彦 仲 町
３ 前第１分団３班長 吉田　久利 仲 町
４ 前第１分団５班長 先崎　勝彦 大 八
５ 前第３分団５班長 大川原一治 小野山神
６ 前第４分団４班長 宗像　秀樹 飯 豊 下
７ 前第５分団１班長 石井　清政 吉 野 辺
８ 前第５分団５班長 新田　克宜 浮 金
９ 前第６分団４班長 松本　庸夫 湯 沢
10 前第７分団１班長 草野　喜輝 塩庭一区
11 前第７分団３班長 大竹　勝徳 上羽出庭
12 元第２分団１班長 杉田　泰基 荒 町
13 元第３分団１班長 村上　明弘 小野赤沼
14 元第３分団５班長 大山　　勇 小野山神
15 元第４分団３班長 今泉　隆之 飯 豊 中
16 元第４分団３班長 吉田　知由 飯 豊 中
17 元第４分団５班長 宗像　吉雄 小 戸 神
18 元第４分団５班長 郡司　勇貴 小 戸 神
19 元第５分団１班長 舘川　　誠 吉 野 辺
20 元第７分団２班長 大竹　一二 和 名 田

◇退職消防団消防庁長官表彰（銀杯）受賞者◇
№ 階級 氏名 行政区
１ 元 副 団 長 宗像　義智 南田原井
２ 元 第 １ 分 団 長 宗像　一久 仲 町
３ 元 第 ３ 分 団 長 西牧　一英 小野山神
４ 元 第 ４ 分 団 長 春山　　司 小 戸 神
５ 元庶務分団庶務班長 宗像　　浩 大 八
６ 元第３分団３班長 荒井　勝弥 雁 股 田
７ 元第７分団４班長 吉田　幸博 和 名 田
８ 元 第 ６ 分 団 員 吉田　浩一 南田原井

◇規律訓練表彰◇
優　　 勝（ 緑 川 杯 ） 第５分団
準 優 勝（ 吉 沢 杯 ） 第３分団

平
成
20
年
度 

 
春
季
検
閲
式
挙
行

　

４
月
27
日
、
小
野
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
平
成
20
年
度
小
野
町
消
防
団
春
季
検
閲
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
長
が
統
監
と
な
り
、
通
常
点
検
、
分
列
式
が
行
わ
れ
た

後
、
各
分
団
に
よ
る
規
律
訓
練
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練

の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
上
、
退
職
さ
れ
た
元
消
防
団
幹
部
の
方
に
感
謝
状
の
贈

呈
と
消
防
庁
長
官（
銀
杯
）の
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
五
分
団
が
規
律
訓
練
優
秀
に
よ
り
、
緑
川
杯
を
受

賞
し
ま
し
た
。

 

（
敬
称
略
）
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体育協会表彰式及び総会を開催体育協会表彰式及び総会を開催

委嘱状交付式の様子

　

５
月
15
日
、
任
期
満
了
に
伴
い
、

17
名
の
方
を
小
野
町
体
育
指
導
委
員

に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
小

野
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
町
民
に
対

す
る
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
で
ご

活
躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
会

議
を
開
催
し
、
会
議
終
了
後
に
体
育

指
導
委
員
の
指
導
の
も
と
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
民
体
育
館
で
は
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
用
具
を
無
料
で
貸
し
出
し
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

体
育
指
導
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
任
期　

平
成
20
年
４
月
１
日
〜

 

平
成
22
年
３
月
31
日
）

宇
佐
美
重
治（
再
任
）

宗
像　

一
久（
再
任
）

宗
像　
　

智（
再
任
）

柏
原　

雅
光（
再
任
）

設
楽　

一
雄（
再
任
）

渡
辺
寿
一
郎（
再
任
）

藤
井　
　

浩（
再
任
）

先
崎　

里
美（
再
任
）

大
楽　
　

登（
再
任
）

吉
田　

治
美（
再
任
）

先
崎　

恵
美（
再
任
）

深
谷　

亮
幸（
再
任
）

齋
藤　
　

勝（
再
任
）

村
上　
　

淳（
再
任
）

会
田　

久
美（
新
任
）

平
野　

正
昭（
新
任
）

亀
田　
　

理（
新
任
）

ニュースポーツ講習会（室内グラウンドゴルフ）

小
野
町
体
育
指
導
委
員
の
委
嘱
及
び

 
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
を
開
催

●
受
賞
者　

　

鈴
木　

勝
男 

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

　

横
田　

カ
ネ 

（
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
）

　

先
崎　

治
洋　
（
剣　
　
　
　

道
）

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
湯
沢
支
部

　

 

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

●
役　

員　

　

会　

長　

村
上　

武
雄

　

 

　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

　

副
会
長　

齋
藤　

升
男

　
　
　
　
　
　
　
（
剣　
　
　
　

道
）

　
　

〃　
　

榊
原　

秀
子

　
　
　
　
　
　
　
（
家
庭
バ
レ
ー
）

　
　

〃　
　

郡
司　
　

一

　
 

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

委嘱状交付式の様子

受賞された皆さん
前列左から
　バドミントン
　ゲートボール
　剣道
　スポーツ民踊

　

４
月
30
日
、
宍
戸
会
館
に
お
い

て
、
平
成
20
年
度
小
野
町
体
育
協

会
表
彰
式
及
び
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
町

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
及
び
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
に
体
育
協
会
長
よ

り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
題
に
入
り
事
業
報

告
、
収
支
決
算
及
び
平
成
20
年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
提
案
が
な
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
新

役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。　

 

（
敬
称
略
）

小野町有害狩猟鳥獣捕獲隊員を委嘱

　

先
﨑　

直
人　
　

先
﨑　
　

亀　

　

佐
藤　

貫
治　
　

大
内　
　

昇

　

水
野
巳
喜
三　
　

矢
吹
今
朝
治　

　

村
上　

大
二　
　

吉
田　

幸
義

　

長
窪
新
一
郎　
　

村
上　

敏
勝　

　

郡
司　

広
喜　
　

大
和
田
福
治

　

佐
藤　

正
作　
　

村
上　
　

久　

　

吉
田　
　

孝　
　

吉
田　

鐵
雄

　

西
牧　

芳
徳　
　

松
本　

健
次　

　

佐
藤　

賢
一　
　

木
村　

伸
和

　

西
牧　
　

宏　
　

松
本　

幸
一　

　

佐
藤　
　

仁　
　

中
野　

正
喜

　

小
川　

昭
雄　
　

辺
見　
　

賢　

　

鈴
木　

昭
一　
　

田
辺　

繁
俊

　

矢
吹
今
朝
光

　

４
月
21
日
、
役
場
第
一
会
議
室

に
お
い
て
、
平
成
20
年
度
の
小
野

町
有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
隊
員
の
委

嘱
状
交
付
式
を
行
い
、
29
名
の
方

を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

捕
獲
隊
の
業
務
は
、
農
作
物
に

被
害
を
及
ぼ
す
カ
ラ
ス
、
カ
モ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
を
銃
器
、
ワ
ナ
を

使
用
し
て
捕
獲
し
ま
す
。

　

鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
各
行
政
区
長
ま
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
野
町
有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
隊

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

　
（
敬
称
略
）
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小
野
町
ま
ち
づ
く
り

小
野
町
ま
ち
づ
く
り

  

促
進
協
議
会
総
会
を
開
催

促
進
協
議
会
総
会
を
開
催

　

５
月
19
日
、
小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施

設
に
お
い
て
、「
小
野
町
ま
ち
づ
く
り
促
進

協
議
会
」の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
町
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
位
置
付
け
て
い
る
右
支
夏
井
川
河
川
改

修
と
市
街
地
整
備
の
円
滑
な
促
進
を
図
る
た

め
、
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
地
権

者
会
と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
た
め
に
組
織

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

総
会
前
に
町
内
９
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
及
び
商
工
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
代
表
者
、

行
政
区
長
、
関
係
地
権
者
の
代
表
者
45
名
の

方
々
へ
、
宍
戸
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は

①
平
成
19
年
度
事
業
経
過
報
告
に
つ
い
て

②
平
成
20
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

③
役
員
改
選
に
つ
い
て

の
３
議
案
が
提
出
さ
れ
、全
て
の
議
案
に
つ

い
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
町
長
は
、「
今
年

度
の
右
支
夏
井
川
河
川
改
修
事
業
で
は
昨
年

度
よ
り
事
業
費
が
大
幅
増
と
な
り
、
河
川
と

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

と
の
連
絡
調
整
と
い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
く
委
員
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
ご
期

待
申
し
上
げ
た
い
。」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
中
建
設
事
務
所
河
川
砂
防
課
よ

り
右
支
夏
井
川
河
川
改
修
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
促
進
協
議
会
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
任
期　

平
成
20
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
３
月
31
日
）

会　

長　
　

矢
吹　

雅
孝　
（
荒
町
）

副
会
長　
　

吉
田　
　

隆　
（
谷
津
作
）

　

〃　
　
　

草
野　
　

紀　
（
反
町
）

監　

事　
　

秋
元　

光
一　
（
横
町
）

　

〃　
　
　

森
田　

高
夫　
（
平
舘
）

会　

計　
　

飯
岡　
　

元　
（
反
町
）

幹　

事　
　

岡
田　

定
男　
（
本
町
）

　

〃　
　
　

折
笠　

昭
典　
（
横
町
）

　

〃　
　
　

先
崎　

元
勝　
（
仲
町
）

　

〃　
　
　

長
岡　

敏
子　
（
反
町
）

　

〃　
　
　

西
山　

太
一　
（
荒
町
）

　

〃　
　
　

籠
田　

寅
男　
（
中
通
）

　

〃　
　
　

猪
狩　

信
男　
（
平
舘
）

　

〃　
　
　

先
崎　
　

悟　
（
谷
津
作
）

　

〃　
　
　

会
田　

次
男　
（
小
野
赤
沼
）

　

〃　
　
　

高
橋　

宗
彦　
（
商
工
会
）　

総会の様子

平成19年度中山間地域等直接支払交付金実施状況
　中山間地域等直接支払交付金実施要領第12の規定に基づき、当町における制度の実施状況について公表
します。

●中山間地域等直接支払制度とは？
　耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が懸念されている中山間地域等において、担い手の育成等
による農業生産の維持を通じて、農地を保全し、多面的機能を守っていくために、協定を結んだ集落に対
して、国・県・町より直接交付金を交付するものです。
　この制度は、平成12年度に始まり、平成17年度に制度の見直しが行われ、将来に向けて積極的な取り組
みを促す制度に改められました。
●平成19年度の実施状況　

●主な活動状況　
　各対象集落において、水路、農道等の維持管理、草刈りを共同で実施したほか、自立的・継続的な体制
づくりのため、機械・農作業の共同化、担い手への農地集積、集落営農化に向けた取り組みなども行われ
ています。

番号 集落名 代表者 協　定
参加者

団地
番号 団地名 地目

対象農用地の状況 10a当たり
交付単価
（円）

交付金額
（円）面積（㎡） 主傾斜

１ 吉野辺滝 佐久間茂久 ５人 １ 滝 田 12,691 １／18 16,800 213,208

２ 浮金北ノ内 新田　鉄雄 ６人 ２ 北ノ内 田 16,237 １／17 16,800 272,781

３ 浮金越野 宗像　道雄 ７人

３ 越野－１ 田 17,593 １／15 21,000 369,453

４ 越野－２ 田 10,763 １／９ 21,000 226,023

計 ２団地 28,356 595,476

４ 塩庭畑ノ作 草野　孝男 ４人 ５ 畑ノ作外 田 15,020 １／15 16,800 252,336

計 ４集落 22人 ５団地 72,304 1,333,801
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ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

〜
食
品
へ
の
異
物
混
入
〜

　

任
期
満
了
に
よ
る
小
野
町
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
が
、
平
成
20
年
７
月
６
日（
日
）に
執

行
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
は
３
年
間
で
、
今

年
７
月
19
日
で
現
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
り

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
等
の
利
用
関
係
の
調

製
、
自
作
農
の
創
設
維
持
、
そ
の
他
農
業
全
般

に
わ
た
る
問
題
を
農
業
者
の
創
意
と
自
主
的
努

力
に
よ
っ
て
総
合
的
に
解
決
し
て
い
く
機
関
で

す
。
中
で
も
、
農
業
経
営
の
基
盤
で
あ
る
優
良

農
用
地
の
確
保
と
適
正
な
農
地
行
政
の
推
進
は
、

乱
開
発
等
を
未
然
に
防
止
し
、
計
画
的
な
土
地

利
用
を
図
る
た
め
、
極
め
て
重
要
で
す
。

　

将
来
に
向
け
、
真
に
魅
力
あ
る
農
業
基
盤
を

つ
く
り
上
げ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

●
告
示
日　

平
成
20
年
７
月
１
日（
火
）

●
投
票
日　

平
成
20
年
７
月
６
日（
日
）

●
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数　

９
人

●
選
挙
権
、
被
選
挙
権
等
の
要
件

　

今
回
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
、
平
成
20
年

１
月
１
日
現
在
、
小
野
町
に
住
所
を
有
し
、
次

の
要
件
を
満
た
し
た
20
歳
以
上
の
方
で
す
。

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務

を
営
む
方

②
①
の
同
居
の
親
族
又
は
配
偶
者
で
、
そ
の
耕

作
に
従
事
す
る
日
数
が
お
お
む
ね
60
日
以
上

の
方

◆
問
い
合
わ
せ

　

小
野
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
７
２―

２
１
１
１

　

県
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
た
食
品
に
、
く
ぎ
や

針
な
ど
の
異
物
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
通
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
及
び
食
品
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

【
消
費
者
の
皆
さ
ん
へ
】

・
容
器
包
装
に
異
常
な
へ
こ
み
や
亀
裂
、
穴
が
あ
る

・
キ
ャ
ッ
プ
や
ふ
た
な
ど
が
ゆ
る
ん
で
い
る

・
異
味
や
異
臭
を
感
じ
る

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
健
康
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
絶
対
に
食
べ

た
り
飲
ん
だ
り
せ
ず
、
保
健
所
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
食
品
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

製
品
管
理
の
徹
底
、
包
装
状
態
、
日
付
表
示
、
ロ
ッ
ト
な
ど
に
つ

い
て
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

　

福
島
県
県
中
保
健
所
衛
生
推
進
課
食
品
衛
生
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
８
ー
７
５
ー
７
８
２
１

小
野
町
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
執
行

小野町納税貯蓄組合表彰
　

こ
の
た
び
、
町
で
は
行
政
区
長
会
の
席
上
で
、

年
間
を
通
じ
て
納
税
組
合
員
の
納
期
内
納
入

１
０
０
％
と
な
っ
た
行
政
区
に
、
優
良
行
政
区
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
21
日
、
小
野
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
に
お
い
て
小
野
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会

を
開
催
し
、
組
合
員
の
納
税
強
化
育
成
に
尽
力
さ

れ
た
組
合
長
に
納
税
功
労
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
行
政
区
、
組
合
長
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

●
優
良
行
政
区
表
彰

　

和
名
田
行
政
区

●
納
税
功
労
表
彰

　

荒
町
第
９（
荒
町
）　

岡
田
亘
弘

　

行
定（
飯
豊
上
）　　

郡
司
昭
男

表
彰
を
受
け
る
岡
田
組
合
長（
荒
町
第
９
）
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６月26日（木）に献血を実施します
ご協力をお願いします！

●１号車 受付時間
小野町役場 10：00～11：00
サントップ小野町工場 11：40～13：00
大塚ポリテック 14：10～15：10
小野高等学校 15：40～16：30
●２号車 受付時間
ＪＡたむら小野支店 10：00～11：15
おのタウンコムコム 11：45～13：10
小野新町駅 14：20～15：10
小野高等学校 15：40～16：30

　

６
月
26
日（
木
）に
献
血
バ
ス
が
来
町
し
、
別
表

の
日
程
に
よ
り
献
血
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

ハ
エ
・
蚊
駆
除
剤
散
布

　

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
各
行
政
区
で
排
水
溝
や
下
水
路

等
へ
の
ハ
エ
・
蚊
等
の
駆
除
剤
散
布
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

感
染
症
予
防
の
た
め
の
薬
剤
散
布
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
生
活
課　

☎
７
２―

６
９
３
３

 　
現
在
、「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」

と
い
う
ト
マ
ト
の
病
気
が
全
国
的
に

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
こ
の
病

気
に
感
染
す
る
と
著
し
く
減
収
す
る

た
め
、
県
内
の
ト
マ
ト
主
産
地
に
発

生
が
拡
大
す
る
と
甚
大
な
被
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
菜
園
な
ど
で
ト

マ
ト
を
栽
培
さ
れ
る
方
は
、
病
気
の

ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

１
．
病
気
の
特
徴

　

発
病
し
た
ト
マ
ト
は
、
成
長
点
付

近
か
ら
黄
化
し
、
葉
が
巻
き
込
み
ま

す
。
病
気
が
進
行
す
る
と
葉
が
小
型

化
し
、
一
見
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
葉
の
よ

う
に
な
り
、
開
花
し
て
も
実
が
付
か

な
く
な
り
ま
す
。

２
．
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の
防
除
対
策

⑴
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
い
う
白
い

小
さ
な
虫（
体
長
約
０・
８
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）を
発
見
し
た
ら
速
や
か

に
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
園
芸
ト
マ
ト
で
は
、
苗
の
定

植
時
に「
モ
ス
ピ
ラ
ン
粒
剤
」等
、

生
育
期
に
は「
モ
ス
ピ
ラ
ン
ス
プ

レ
ー
」や「
園
芸
用
で
ん
ぷ
ん
ス
プ

レ
ー
」な
ど
の
農
薬
が
有
効
で
す
。

⑵
発
病
し
た
株
は
で
き
る
だ
け
早
く

抜
き
取
っ
て
、
ゴ
ミ
袋
な
ど
に
詰

め
込
み
枯
死
さ
せ
た
の
ち
、
タ
バ

コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
を
逃
が
さ
な
い
よ

う
に
植
物
体
だ
け
を
土
中
に
埋
め

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑶
ト
マ
ト
栽
培
ほ
場（
特
に
施
設
ト

マ
ト
）の
近
隣
で
は
、
伝
染
源
に

な
ら
な
い
よ
う
に
栽
培
管
理
に
は

十
分
に
注
意
願
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
農
林
水
産
部
循
環
型
農
業
課

　

☎
０
２
４
ー
５
２
１
ー
７
３
４
２

　

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
安
全
農
業

　

推
進
部（
病
害
虫
防
除
所
）　　
　

　

☎
０
２
４
ー
９
５
８
ー
１
７
０
９

　

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
生
産
環
境
部

　

作
物
保
護
科

　

☎
０
２
４
ー
９
５
８
ー
１
７
１
６

　

県
中
農
林
事
務
所
田
村
農
業
普
及
所

　

☎
０
２
４
７
ー
６
２
ー
３
１
１
３

詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い
と
き
は
…

（
病
害
虫
防
除
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〝
病

害
虫
ラ
イ
ブ
ラ
リ〝
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
・
植
物
ウ
イ
ル
ス
病
参
照
）

http://w
w
w
.pref.fukushim

a.
jp/fappi/index.htm

l

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の
症
状

　

児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年

６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
受

給
者
の
所
得
状
況
や
児
童
の
扶
養

状
態
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、

６
月
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

　

忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
提
出
日
時　

　

６
月
24
日（
火
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

　

６
月
25
日（
水
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

●
提
出
場
所

　

役
場
第
一
会
議
室

　
　
　
（
役
場
と
な
り
車
庫
２
階
）

●
そ
の
他

　

手
当
の
受
給
者
に
は
個
別
に
通

知
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

を
確
認
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

〜
児
童
手
当
現
況
届
〜

トマトを栽培される方へ トマト黄化葉巻病対策に
ご協力をお願いします!!
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住民総合健診のお知らせ
健康生活を送るため活用しましょう

　

今
年
か
ら
医
療
制
度
の
改
正
に
よ

り
健
診
の
受
け
方
が
変
わ
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
５
月
号
に
掲
載
）

　

住
民
総
合
健
診
は
、
７
月
17
日
か

ら
多
目
的
研
修
集
会
施
設
で
実
施
し

ま
す
。
こ
の
中
で
は
、
国
保
加
入
者

の「
特
定
健
診
」を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
保
険
に
関
係
な
く
年
齢
に
応
じ

て「
が
ん
検
診
」や「
結
核
検
診
」な
ど

も
受
け
ら
れ
ま
す
。（
表
１
・
２
）

　

生
活
習
慣
病
は
、
初
期
の
う
ち
は

自
覚
症
状
が
な
く
経
過
し
ま
す
。
検

査
結
果
に
異
常
が
な
く
て
も
、
検
査

の
数
値
を
過
去
と
比
較
し
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
習
慣
病
等
の
予
防
・
重
症
化

防
止
と
よ
り
、
元
気
に
生
活
す
る
た

め
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
治
療
中
の
方
は
、
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
や
他
で
健
診
を
受
け

た
方
は
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
国
保
以

外
の
方
は
各
保
険
者
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２―

６
９
３
４

平成20年度住民総合健診日程

受付時間：午前７時30分～９時30分
会　　場：多目的研修集会施設　　

月　日 対象行政区

７月17日（木） 中通・飯豊上・飯豊中・飯豊下

７月18日（金） 横町・大八・谷津作

７月19日（土） 浮金・小戸神･小野山神

７月20日（日） 平舘・雁股田・皮籠石

７月22日（火） 反町・荒町・吉野辺

７月23日（水） 本町・仲町・小野赤沼

７月24日（木） 菖蒲谷・夏井・湯沢・和名田

７月25日（金） 南田原井・塩庭一区・塩庭二区・上羽出庭

※指定日に都合の悪い方は、都合のよい日に受診してください。

（表１）

検査対象者・検査内容・受診者負担額

検査区分 対象者・内容 受診者負担額

健康
診査

特定
健康診査

40歳～74歳の国民健康保険に加入している方
（問診、身体測定、医師の診察、血圧、コレステロール、中性脂肪、肝機能、血糖、尿検査）
※医師が必要と認めた場合には次の検査が追加されます。
　（貧血、心電図、眼底検査） 1,000円

後期高齢者
健診

75歳以上（65歳以上の一定の障害のある方）の後期高齢者医療制度に加
入している方
（特定健康診査と同じ項目）※追加項目はありません。

生活機能検査
（介護予防健診）

65歳以上の方
（生活機能検査票、口腔内視診、関節可動域、嚥下機能検査、血清アル
ブミン、身体計測、血圧、貧血検査、心電図検査、医師の診察）

無料

生活習慣病予防健診 30歳・35歳の方（血液検査） 500円

肝炎ウイルス検診
（Ｂ型・Ｃ型）

①40歳の方　②41歳以上で過去に肝機能異常を指摘された方
③今まで受けたことがない方（血液検査） 500円

結核検診 65歳以上（胸部レントゲン）　　　※肺がん検診と同じ内容になります。 無料

肺がん検診
胸部レントゲン 40歳以上 500円

喀痰検査 50歳以上で喫煙指数600以上、
６か月以内に血痰のあった方 500円

胃がん検診 40歳以上（胃透視） 500円

大腸がん検診 40歳以上（便潜血検査） 500円

前立腺がん検診 50歳以上の男性（血液検査） 500円

（表２）
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高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

　

介
護
保
険
は
、
介
護
を
必
要
と
す

る
方
が
そ
の
方
の
持
つ
能
力
に
応
じ

て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

在
宅
支
援
や
施
設
入
所
な
ど
の
必
要

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
制
度

で
す
。

　

特
に
、
在
宅
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る

多
く
の
方
々
が
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
町
で
は
、
高
齢
者
や
家

族
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
介
護
予
防
・
生
活
支
援
の
た
め
に

　

で
き
る
限
り
多
く
の
高
齢
者
が
健

康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
そ
し
て
、
寝
た
き
り
な
ど

の
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い

た
め
の
事
業
で
す
。（
表
１
）

　

こ
の
他
、「
老
人
憩
い
の
家
た
か

む
ら
荘
」や「
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
」の
老
人
福
祉
施
設
の
活
用
に
よ

り
、
介
護
予
防
に
役
立
て
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

●
ね
た
き
り
の
方
や
家
族
へ
の
支
援

の
た
め
に

　

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
努
め

て
も
、
加
齢
に
伴
っ
て
援
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
は
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
介
護
や
支
援
が
必
要
と

な
り
、
介
護
認
定
を
受
け
た
場
合
に

は
各
種
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
ま
す
。

　

こ
の
他
、
介
護
認
定
を
受
け
在
宅

に
あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
区

の
民
生
委
員
を
通
じ
て
申
請
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。（
表
２
）

●
敬
老
の
お
祝
い
と
し
て

　

毎
年
９
月
に
は
、
高
齢
者
の
敬
愛

の
た
め
に
敬
老
会
を
開
催
し
、
そ
の

席
上
で
祝
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

（
表
３
）

　

こ
の
他
、
90
歳
、
１
０
０
歳
の
節

目
の
年
に
は
長
寿
を
お
祝
い
し
、
敬

祝
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
表
４
）

　

な
お
、
今
年
の
敬
老
会
の
ご
案
内

は
、
後
日
該
当
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
相
談
窓
口
と
し
て

　

平
成
18
年
４
月
に
設
け
ら
れ
た
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
町
で
、
在

宅
の
高
齢
者
や
家
族
の
方
の
総
合
的

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
２
ー
２
１
２
８

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

（表１）　介護予防・生活支援のために
事業名 対象者 給付条件 内容等 利用料／助成額
緊急通報
システム

65歳以上のひとり
暮らしの方

町内に子供等が
居住していない方

緊急対応用の電話等
の貸与

所得の状況により月額０円
から4,410円

高齢者住宅
改修助成事業

65歳以上で身体
虚弱のため住宅
改修が必要な高
齢者世帯

介護認定の対象
とならない方

手すりの取り付けや
段差の解消等の改修
費の助成

・所得の状況により助成の
対象とならない場合があ
ります。

・改修費の１割の自己負担あ
り。助成限度額18万円

お元気クラブ
事業 65歳以上 老人クラブ

加入者
高齢者相互の交流と健
康づくりを図ります。

高齢者ニュー
スポーツ事業 60歳以上 老人クラブ

加入者
軽スポーツを通して健
康づくりを図ります。

（表２）　ねたきりの方や家族支援のために
事業名 対象者 給付条件 助成等
紙おむつ
支給事業

65歳以上、介護認定で
要介護３以上の方

在宅で常時紙おむつが必要で
あること

１日
１枚

３ヵ月分を５月、８月、
11月、２月に支給

ねたきり
老人等介
護者手当

介護認定で要介護４又は
５に該当する65歳以上の
ねたきり老人を常時介護
している同居の家族

・介護期間が続けて１年間以上
あり、この間介護保険のサー
ビスを受けていないこと

・住民税が非課税世帯であること

月額
5,000円 １年分を３月末に支給

（表３）　敬老祝金
年齢 祝金額

75歳以上 5,000円
＊祝金額は、平成18年度から75歳以上一律の額となりました。

（表４）　高齢者敬愛事業の敬祝金額
年　齢 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度
90歳    50,000円  50,000円  50,000円  50,000円
100歳 1,000,000円 500,000円 300,000円 100,000円

＊敬祝金の支給対象は原則として、在宅の方となります。
＊100歳の方の敬祝金額は、平成19年度以降平成21年度まで毎年見直されます。
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緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園

緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園

  
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

平
成
20
年
度
よ
り
、
日
本
全
薬
工

業
株
式
会
社
が
指
定
管
理
者
と
し
て

運
営
し
て
い
る
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の

森
公
園（
ふ
れ
あ
い
公
園
）の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
、
５
月
４
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
２
６
０
名
の
家
族
連

れ
が
訪
れ
、
子
ヤ
ギ
に
ミ
ル
ク
を
飲

ま
せ
た
り
、
木
の
実
の
ク
ラ
フ
ト
を

作
成
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
福
島
県
環
境
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
小
荒
井
実
さ
ん
の
講
演
会
や
物

江
章
写
真
展
、
試
食
会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
公
園
は
11
月
30
日
ま
で

開
園
し
て
お
り
、
自
然
や
子
ヤ
ギ
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園

　

☎
７
２
ー
３
５
９
７

新緑を楽しみながら…新緑を楽しみながら… 

夏井川 を きれいにしよう!!

　

５
月
18
日
、
矢
大
臣
山
の
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
汗
を
か
き
な
が
ら
、
約
３
５
０
名
の
登
山
者
が
訪

れ
、
山
頂
か
ら
の
雄
大
な
景
色
や
新
緑
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
夏
井
第
一
小
学
校
三
世
代
交

流
事
業「
す
ぎ
の
こ
学
級
」も
行
わ
れ
、
児
童
や
保
護
者
も
登
山
を

し
、
休
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
高
柴
山
の
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
約
７
０
０
名
の
登
山
者
は
、
山
頂
一
面
に
広
が
る
ヤ
マ

ツ
ツ
ジ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
の
後
は
、
思
い
思
い
の
場
所
に
シ
ー
ト
を
広
げ
、

お
弁
当
を
囲
み
な
が
ら
家
族
や
友
人
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

新緑を楽しむ登山者

雄
大
な
景
色
を
見
な
が
ら
の
昼
食

５月25日高柴山
山開き開催！

小荒井実さんの講演会

子ヤギとふれあいませんか？

木の実クラフト体験

玉串を捧げる登山者代表

山頂に広がる紅のじゅうたん

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
を
楽
し
む
登
山
者

５月18日矢大臣山
山開き開催！
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７
月
６
日（
日
） 

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

 

を
行
い
ま
す

　

今
年
も
県
下
一
斉
に
河
川
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
空
き

缶
や
空
き
瓶
、
粗
大
ゴ
ミ
な
ど
年
々

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
愛
す
る
ふ
る
さ
と
の
川

を
美
し
く
、
そ
し
て
や
す
ら
ぎ
の
も

て
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
作
業
内
容
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
後
日
回
覧
文
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
域
整
備
課

　

☎
７
２―

６
９
３
６

昨年のクリーンアップ作戦の様子

夏井川夏井川  をを  きれいにしよう!!きれいにしよう!!
　５月15日、夏井川友の会主催による夏井川の河川清掃が、小野中学校
の全生徒348名も参加し行われました。
　この活動は、「一人が一つのゴミを拾えば100人で100個のゴミがなくな
る！」をキャッチフレーズとし毎年行われています。
　子ども達が一生懸命清掃活動をし、川がきれいになりました。
　川をきれいに保つためにも、ゴミは持ち帰りましょう。

　

５
月
30
日
、
こ
ま
ち
ダ
ム
周
辺
に

お
い
て
、
田
村
地
方
緑
化
推
進
委
員

会
主
催
に
よ
る
平
成
20
年
度
田
村
地

方
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
温
暖
化　

緑
で
止
め
よ
う　

未

来
の
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に
、
緑
化

関
係
者
を
は
じ
め
、
飯
豊
小
学
校
緑

の
少
年
団
な
ど
約
１
２
０
名
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
モ
ミ
ジ
な
ど
を
植
栽

し
ま
し
た
。

　

式
典
の
席
上
、
緑
化
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
、
団
体
に
対
し
て
表
彰

が
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
は
次
の
皆
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
敬
称
略
）

◇
緑
化
功
労
者　

 

宗
像　

清
人　

◇
学
校
環
境
緑
化
推
進
最
優
良
校

 

小
野
高
等
学
校

◇
学
校
植
林
推
進
最
優
良
校

 

小
戸
神
小
学
校

土手にもゴミが沢山川底から沢山のゴミを拾いましたみんなで夏井川をきれいにしよう！

記念植樹の模様（飯豊小学校緑の少年団　介添え）

学校植林推進最優良校（小戸神小学校） 学校環境緑化推進最優良校（小野高等学校） 緑化功労者（宗像　清人）

=  田村地方植樹祭開催  =
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国税局のホームページ　www.nta.go.jp　　　郡山税務署　☎０２４（９３２）２０４１

路線価図等の閲覧

相続税・贈与税の土地などの評価に用い
る平成20年度分の路線価図等の閲覧は７
月１日（火）から行うことができます。

○国税庁ホームページの「路線価図等の
閲覧コーナー」では、全国の過去３年分
の路線価図等がご覧になれます。

〈全国の国税局・税務署の窓口に設置して
あるパソコンでも閲覧できます。〉
※国税局・税務署では、IT化・ペーパー
レス化を進めており、本年からは路線
価図等（冊子）を備え付けませんので、
ご理解願います。なお、混雑時はお待
ちいただく場合があります。

ご自宅などで

インターネット
により国税庁ホームページで閲覧できます

所得税の予定納税（第１期分）
納期は平成20年７月１日～31日です。

予定納税が必要な方には、６月中旬に税務署
から「予定納税額の通知書」を送付されます。

　前年分の確定申告に基づき計算した予
定納税基準額が15万円以上である場合に、
原則その1/3相当額をそれぞれ７月と11
月に納めていただくことになっています。

○第１期分の予定納税の減額申請をする
場合は、平成20年７月15日までに「予定
納税額の減額申請書」を税務署に提出し
てください。

※廃業や災害などの理由により、平成20年６月
30日現在の状況で、平成20年分の見積もった
税額が、税務署から通知された「予定納税基準
額」より少なくなると見込まれる場合に、申請
することができます。

○納付には便利な振替納税をご利用ください。

予定納税とは？

予定納税額の減額の申請・納付

　

平
成
19
年
度
よ
り
、
所
得
税（
国

税
）か
ら
住
民
税（
地
方
税
）へ「
税
源

移
譲
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
多
数
の
方
は
平
成
19
年
度
に
住

民
税
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
同

じ
額
を
平
成
19
年
分
の
所
得
税
よ
り

減
額
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
原
則
と

し
て
所
得
税
と
住
民
税
を
合
計
し
た

税
負
担
は
昨
年
度
と
比
べ
て
増
加
し

な
い
よ
う
措
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
は
現
年
の
所
得

に
、
住
民
税
は
前
年
の
所
得
に
対
し

て
課
税
さ
れ
る
た
め
、
平
成
18
年
中

は
所
得
が
あ
り
ま
し
た
が
退
職
等
に

よ
り
平
成
19
年
中
に
所
得
が
な
い
場

合
、
住
民
税
は
前
年
の
所
得
を
基
に

増
額
分
を
含
め
て
課
税
さ
れ
る
一
方
、

所
得
税
は
課
税
さ
れ
な
い
た
め
減
額

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
税
源
移
譲
に
伴
う
税

負
担
の
増
加
の
影
響
の
み
を
受
け
る

方
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
の
住

民
税
に
限
り
、
増
額
と
な
っ
た
住
民

税
相
当
額
を
還
付
致
し
ま
す
。

　

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
が

必
要
で
す
。

●
申
告
期
間

　

平
成
20
年
７
月
１
日
〜
31
日

　

う
ち　

７
月
14
日（
月
）〜
18
日

（
金
）に
限
り
第
一
会
議
室（
役
場
と

な
り
車
庫
２
階
）で
申
告
の
受
付
を

行
い
ま
す
。

※
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
で
の
申
告
に
な
り

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
２

所得変動に伴う住民税の還付申告のお知らせ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る

制
度
で
す
。
保
険
料
の
納
付
を
続

け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
基
礎
年
金
や
万
が
一
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
と
な
る
保
険
料
免
除
制
度
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
免
除
制
度
の
種
類
】

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度

に
は「
法
定
免
除
」と「
申
請
免
除
」

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
免
除
は
、
障
害
年
金
や
生

活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
給
し

て
い
る
方
な
ど
が
届
出
を
行
う
と

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

他
方
の
申
請
免
除
に
は
、
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
お
の
お

の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
四
段
階

の
基
準
が
あ
り
、
基
準
額
以
下
で

あ
れ
ば
、
全
額
免
除
の
ほ
か
、
保

険
料
の
四
分
の
三
、二
分
の
一
、四

分
の
一
を
納
付
す
る
と
残
り
の
保

険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る
一
部

納
付（
一
部
免
除
）が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
全
額
免
除
制
度
に
つ

い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

　

全
額
免
除
制
度
は
、
次
の
所
得

基
準
の
範
囲
内
に
あ
る
方
が
、
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
所
得
基
準

　

前
年
の
所
得
が
次
の
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る

こ
と
。

【
計
算
式
】（
扶
養
親
族
の
数
＋
１
）

　
　
　
　
　

×
35
万
円
＋
22
万
円

【
例
】

・
単
身
世
帯
の
場
合

（
０
人
＋
１
）×
35
万
円
＋
22
万
円

＝
57
万
円

・
２
人
世
帯（
夫
婦
の
み
）の
場
合

（
１
人
＋
１
）×
35
万
円
＋
22
万
円

＝
92
万
円

・
４
人
世
帯（
夫
婦
、
子
２
人
）の

場
合

（
３
人
＋
１
）×
35
万
円
＋
22
万
円

＝
１
６
２
万
円

※
申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、
配
偶

者
・
世
帯
主
の
方
も
所
得
基
準

の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
任
意
加
入
の
被
保
険

者
の
方
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、

学
生
の
方
は
、「
学
生
納
付
特
例

制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

国国
民民
年年
金金
ココ

－－

ナナ

－－
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
そ
の
①

 趣　　　　旨 　高齢社会を迎え長寿者が年ごとに増加する中にあって、夫婦そろって結婚50年の金婚式を
迎えることは、まさに慶祝すべきことです。

　　　　　　　　昭和の激動期を夫婦がともに助け合い、力を合わせて良き家庭を築き社会に貢献してきた
労苦に対し、県内で金婚式を迎えた夫婦全組に表彰状・記念品を贈り、県民みんなでこれ
を祝福しようとするものです。

 主　　　　催 　福島県老人クラブ連合会　　福島民報社

 後　　　　援 　福島県　　福島県市長会　　福島県町村会

 表 彰該当者 　昭和33年１月１日から同年12月31日までに結婚した夫婦全組を対象とします。
　　　　　　　　ただし、前回までに届け出漏れのあった該当者もその対象とします。

 受 付 期 間 　７月８日（火）まで（新聞紙上に掲載する都合上、締め切り厳守）

 申 込 方 法 　該当者は、所定の申込書に必要事項を記入のうえ、各単位老人クラブ会長に提出してくだ
さい。なお、金婚夫婦申込書は各単位老人クラブ会長宅、小野町役場健康福祉課、小野町
社会福祉協議会にあります。

 そ　の　他 　９月の敬老の日に発行する福島民報「祝:金婚夫婦」特集版で氏名、年齢が掲載されます。な
お、今年から福島民報社では金婚アルバムを発行しますが、その他の業者のいかがわしい
セールスなどには十分にご注意ください。

◆問い合わせ　小野町老人クラブ連合会会長（今泉さん）まで　　☎７２－２０８７

◎◎◎ しあわせ金婚夫婦表彰のご案内 ◎◎◎
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❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

◇新着本

大人向け
書　　名 著者名 出版社

退屈力 斎藤　孝 文藝春秋

風呂と日本人 筒井　功 文藝春秋

石窯のつくり方　楽しみ方 須藤　章 農山漁村文化協会

いつも。 青木あざみ 竹書房

ジーン・ワルツ 海堂　尊 新潮社

子ども向け
書　　名 著者名 出版社

そでふりすずめ ましませつこ 福音館書店

ゆきのひのポンテ エヴァ・
エリクソン 福音館書店

パンやのクルトンさん 宮島千夏 福音館書店

子ねこの妖精　ケイティ デイジー・
メドウズ ゴマブックス

崖っぷちに立つあなたへ 落合恵子 岩波書店

◇おすすめの１冊 

『タッチンギュ先生』　中村千恵子／作　伊藤晴美／絵　goodbook出版／刊

　昨年12月に小野町飯豊出身の中村千恵子さん（旧姓：佐藤）
が絵本を出版されました。
　小学校の校長先生「タッチンギュ先生」はいつも元気です。
「おはよう」のあいさつといっしょに校長先生の手にハイタッ
チして子どもたちは登校します。タッチンギュ先生は子ども
たちをあたたかく見つめる素敵な先生。元気のない子どもを
見つけるとギュギュギュっと抱きしめてくれるのです…
　ぜひ、お子さんと一緒に読んでみてください。
　中村さんは、町内の各小中学校にも本を寄贈されています。

　小野町で活動しているパッチワークサークル・ログキャビンの初め
ての作品展です。会員全員で作成したフレンドシップキルトや、タペ
ストリーの他、バックなどの小物も展示いたします。期間中、パッチワー
クで「コースター」を作る講座も開催いたしますので、パッチワークの
入門編としてぜひご参加ください。

　　　「パッチワーク講座」　７月19日（土）　午後１時30分～
　　　　　　対　象：成人
　　　　　　人　数：15名
　　　　　　費　用：500円（材料代として当日ご持参ください）

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――

『パッチワーク展』　７月12日（土）～21日（月）

パッチワークのコースター
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平
成
20
年
度
公
民
館
学
級
・
講
座
、
事
業
の
お
知
ら
せ

　

本
年
度
も
左
表
の
よ
う
に
、
各
種
学
級
・
講
座
・
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ニ
ー
ト
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
や

困
り
ご
と
に
関
す
る「
巡
回
相
談
会
」

を
行
い
ま
す
。

　

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
か
ら
も

相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

巡
回
相
談
会
の
ほ
か
、
電
話
・

メ
ー
ル
で
の
相
談
も
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

６
月
23
日（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
（
一
人
あ
た
り
50
分
ま
で
）

●
場　

所

　

福
島
県
郡
山
合
同
庁
舎

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
政
課

　

☎
０
２
４―

５
２
１―

８
２
０
９

　

メ
ー
ル

　

wakamono@
pref.fukushima.jp

　

電
話
相
談（
土
日
・
祝
日
を
除
く

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

☎
０
１
２
０―

０
９
８―

２
０
９

　

メ
ー
ル
相
談（
24
時
間
受
付
）

　

http://w
w
w
.f-shushoku.

jp/neet/index.htm
l

か
ら
専
用

フ
ォ
ー
ム
で
入
力

ニ
ー
ト
支
援

「
巡
回
相
談
会
」

 

の
お
知
ら
せ

平成20年度公民館学級・講座、事業のご案内
学級・講座名 実　施　内　容 対　象

少年・家庭教育
町内の各地域で三世代交流事業を年間通して実施 地域全体で

参加　三世代交流事業

女性教育 潤いのある明るい家庭づくりに生き生きした人
生を送るための各種活動を年間通じて実施 一　般

　レディース・セミナー

成人教育

一　般

　家庭園芸教室 家庭で役立つ園芸講座

　英会話講座 国際社会に対応できる実用英会話を実施

　歴史探訪講座 小野町の文化財・史跡をめぐる講座

　芸術文化鑑賞講座 美術館や博物館を見学し、感性を磨く講座

高齢者教育 65歳以上を対象に生き生きした人生を過ごすための
各種講座を実施（クラブ活動８回・教養講座２回） 65歳以上

　寿大学

事業・行事名 開催時期 対　象

少年の主張作文コンクール発表会 ７月３日 中学生

国際交流事業

　英語サマースクール ７月～８月 幼児・小学生

　サマーキャンプ中学生の翼 〃 中学２年生

生涯学習フェスティバル
（ビッグパレットふくしま） 10月11日（土）～15日（水） 一　般

小町ふれあいフェスタ（文化祭） 10月25日（土）・26日（日） 一　般

成人式 平成21年１月11日（日） 新成人

書初め大会 平成21年１月18日（日） 小・中学生

スプリングフェスティバル 平成21年３月８日（日） 一　般

スプリングフェスティバル 英会話教室
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　移住した皆さんをご紹介する当コーナーも第８回を迎えます。移住のきっかけとして最も多いのは、や
はり「定年退職」です。町に寄せられる田舎暮らしの相談者も50代から60代の男性が大部分です。前回に引
き続き、定年後のライフスタイルについて考えた結果、移住されたご夫婦をご紹介します。

◆いつ小野町へ移住しましたか？

　平成11年に静岡県から移住しました。仙台で子ども時代を過ごしたのでＪターンになります。

◆なぜ移住しようと思いましたか？

　50歳ごろから、定年後の生活スタイルや本当の意味での豊かな生活とは何かということを考えるように
なりました。そして、土に触れながら野菜や花を自分で育てる農的な生活が自分にとっての豊かな生活で
あるという結論に至り、第二の人生を田舎で暮らすことを決めました。

◆どのように移住先を決めましたか？

　広い土地を求めて、様々な地域をまわりました。阪神大震災があったので、活断層がないところ、地震
に強い地域を探しました。住むところ、働くところがうまく見つかったこともあり、小野町に移住するこ
とを決めました。
　初めて「小野町」という名称を目にしたとき、町の名前が素敵だなと感じていました。この町に縁があっ
たのだろうと今は思っています。

◆移住後の生活はいかがでしたか？

　購入した家の持ち主が、町を案内してくださり、地域の人も紹介してくださいました。また、仕事を通
して顔なじみも増えました。人に恵まれて、すんなりと地域に溶け込むことができました。

◆小野町の魅力は何ですか？

　様々なライフスタイルにいかようにも対応できる町だと思います。農家もできるし、自然を楽しむこと
もできます。「小野町の宝探し」を今後のライフワークにして、さらに魅力を発見していきたいと思ってい
ます。

　「すっかり小野町民なので…」とおっしゃっていましたが、快く取材にご協力いただきました。「町の素晴
らしい自然は、先人が努力して残してきた風景であり、自分たちはこの土地に住まわしてもらっていると
思っています。」という言葉が印象的でした。

　お忙しい中、インタビューにご協力いただき、ありがとうございました。

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

千葉慶一郎さん、連子さんご夫妻　（上羽出庭）

移住した皆さんに
　　インタビュー

よう 
 こそ 小野町
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森
と
湖
に
親
し
み
、
森
林
や
ダ

ム
、
河
川
等
の
重
要
性
に
つ
い
て

関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、「
こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り

２
０
０
８
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
こ
ま
ち
ダ
ム
」や「
こ
ま
ち
浄

水
場
」の
施
設
見
学
会
、
こ
ま
ち

湖
の
巡
視
艇
に
よ
る
巡
視
体
験
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
後
日
配
付
の
回
覧

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。　

●
日　

時

　

７
月
26
日（
土
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
会　

場

　

こ
ま
ち
ダ
ム

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
域
整
備
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
６

「こまちダムまつり2008」へご来場ください！
～７月26日（土）開催～

昨年も大勢の方にご来場いただきました！ダムや浄水場を見学しませんか？

こまち湖巡視体験

　

湯
沢
の
里
に
生
ま
れ
て
温
泉

で
産
湯
を
使
い
、
矢
大
臣
山
の

麓
を
仲
間
と
駆
け
巡
り
な
が
ら
、

故
郷
・
小
野
町
の
文
化（
風
俗
・

習
慣
・
言
葉
等
）に
つ
い
て
学

び
、
長
じ
て
首
都
圏
に
職
を
求

め
て
、
は
や
半
世
紀
の
時
間
が

経
過
し
ま
し
た
。

　

退
職
後
の
第
二
の
人
生
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
趣
味
中

心
の
生
活
と
定
め
、
社
会
貢
献

及
び
行
政
支
援
等
の
日
常
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
金
仲

間
に
誘
わ
れ
て
始
め
た
趣
味
の

カ
ラ
オ
ケ
が
、
私
に「
湯
沢
の

専
属
歌
手
」の
立
場
と
、
藤
沢

市
民
会
館
や
地
元
神
社
の
祭
礼

で
歌
う
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

あ
る
時
、
湯
沢
分
校
時
代
の

恩
師
へ
の
手
紙
に
、
趣
味
の
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
る
旨
を

報
告
し
た
と
こ
ろ
、「
あ
あ
、

湯
沢
分
校
」、「
懐
か
し
き
湯
沢

哀
歌
」二
曲
の
譜
面
が
、
い
き

さ
つ
を
記
し
た
手
紙
と
共
に
手

許
に
届
き
ま
し
た
。
何
れ
も
作

詞（
教
え
子
‥
先
輩
）・
作
曲（
恩

師
）な
る
も
の
で
、
な
ん
と
歌

手
は
私（
由
雄
）で
あ
る
旨
記
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
さ

ら
に「
望
郷
想
歌
・
故
郷
を
恋

う
る
歌
」の
譜
面
が
手
許
に
届

き
ま
し
た
。（
恩
師
の
口
ぐ
せ

‥
教
室
で
は
無
口
で
、
歌
な
ど

聴
い
た
こ
と
が
な
い
由
雄
が
歌

う
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。）

　

恩
師
は
、
湯
沢
分
校
に
着
任

し
て
、
小
学
１
年
生
〜
４
年
生

の
複
式
学
級
を
担
任
し
、
模
範

的
な
教
育
を
続
け
な
が
ら
、
老

若
を
問
わ
ず
に
里
人
と
深
く
交

遊
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
も

湯
沢
の
里
の
恩
人
・
偉
人
と
し

て
慕
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
８
月
16
日（
火
）

‥
湯
沢
温
泉
で
恩
師
の
教
え
子

を
対
象
に
、
当
時
の
分
校
教
室

を
再
現
し
て
、「
あ
あ
、
湯
沢

分
校
」、「
懐
か
し
き
湯
沢
哀

歌
」、「
望
郷
想
歌
・
故
郷
を
恋

う
る
歌
」の
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。
更
に
秋
に
は
、
湯
沢
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
運
動
会
の

場
で
、
全
て
の
里
人
を
対
象
に

発
表
会
を
行
い
、
万
来
の
拍
手

を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

恩
師
か
ら
の
新
譜
は
現
在
も

届
い
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

「
湯
沢
の
専
属
歌
手
」は

 

私
で
す

横
田　

由
雄

 

（
湯
沢
出
身
・
神
奈
川
支
部
）

広　

告　

欄
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休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

６月15日（日） 島 貫 整 形 外 科 小 野 町 （７２）２７２２
　　22日（日） かとうの内科クリニック 田村市（船引町） （８１）１３８８

　　29日（日） 白 岩 医 院 田村市（常葉町） （７７）２０３６

７月６日（日） 橋 本 医 院 小 野 町 （７２）３７１１
　　13日（日） 船 引 ク リ ニ ッ ク 田村市（船引町） （８２）０１３７

　　20日（日） 田 村 市 立 都 路 診 療 所 田村市（都路町） （７５）２００３

　　21日（休） 西 山 医 院 三 春 町 （６２）２４７３

＊電話確認のうえ受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp/
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm

　仙台国税局では、バイタリティあふれる税務職員を募集しています。
　税務職員は、国の財政を支える重要な仕事を担い、国税局や税務署において、調査・検査や指導など
を行う税務のスペシャリストです。

●受験資格　昭和62年４月２日から平成３年４月１日生まれの方
●受験申込受付期間　平成20年６月24日（火）から７月１日（火）まで
●受験申込書の請求　最寄りの税務署、仙台国税局人事第二課又は人事院東北事務局
●受験申込書の提出先（郵送）　人事院東北事務局第二試験係
　　　　　　　　　　　　　　〒980ー0014　仙台市青葉区本町3ー2ー23
●試験日及び試験内容
　第１次試験（教養試験、適正試験、作文試験）　　平成20年９月７日（日）
　第２次試験（人物試験、身体検査）　　　　　　　平成20年10月16日（木）から10月23日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のいずれかを指定する日
◆問い合わせ
　人事院東北事務局　　　☎022-221-2022　
　仙台国税局人事第二課　☎022-263-1111　内線3236

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
で
は
、

自
衛
官
２
等
陸
・
海
・
空
士
の
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

　
●
試
験
日　

平
成
20
年
７
月
20
日（
日
）

●
会　

場　

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

●
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満

②
こ
の
試
験
を
受
け
ら
れ
な
い
者

　

ア
．
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

　

イ
．
自
衛
隊
法
第
38
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
自
衛
隊
員
と
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
者

●
受
付
方
法
、
期
間
、
そ
の
他
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

郡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
１
４
２
４

平
成
平
成
2020
年
度
年
度

２
等
陸
・
海
・
空
士　

２
等
陸
・
海
・
空
士　

  

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

平成20年度国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験
（高校卒業程度）のお知らせ
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行事カレンダー　（６月16日～７月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

６
月

16日（月）
17日（火）

18日（水）
あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター
３か月児健診・BCG接種（受付13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院
窓口業務延長（19：00まで）

19日（木）ちびっこおはなし会（11：00～11：30）ふるさと文化の館
20日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設
21日（土）
22日（日）
23日（月）

24日（火）栄養相談（10：00～12：00）母子健康センター児童手当現況届提出日（９：00～17：30）第一会議室

25日（水）

あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター
２歳児歯科健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
児童手当現況届提出日（９：00～19：00）第一会議室
窓口業務延長（19：00まで）

26日（木）献血（受付10：00～16：30）町内巡回
27日（金）図書館館内整理日休館
28日（土）
29日（日）
30日（月）

７
月

１日（火）●国民安全の日　●更生保護の日●交通事故ゼロ・歩行者優先の日

２日（水）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター窓口業務延長（19：00まで）　
３日（木）青少年育成少年の主張作文コンクール発表大会　小野中学校
４日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設
５日（土）
６日（日）河川クリーンアップ作戦
７日（月）
８日（火）おやつ教室（受付10：00～10：15）保健福祉センター

９日（水）
あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター　
１歳６か月児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長（19：00まで）

10日（木）こころの相談室（10：00～12：00）母子健康センター人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター
11日（金）
12日（土）（仮称）まちなかミニイベント（14：00～17：00予定）
13日（日）９か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック
14日（月）少年水泳教室（～18日）

15日（火）●シルバー交通安全の日栄養相談（10：00～12：00）母子健康センター

　町では、町営住宅の入居者を募集
しております。募集戸数は次のとお
りです。
　入居条件などの詳細については、
お問い合わせください。

 募集戸数　駅前団地　２戸 

●使用料　月51,500円
　（浄化槽使用料2,500円、駐車場使
用料（１戸１台限り1,500円）含む。）

◆問い合わせ
　地域整備課　☎７２―６９３６

　子育て支援の基本的考え方や団体
運営に必要となる基礎知識、県内外
の先進事例などについて学ぶ講習会
を開催します。（概ね月１回、全６回）
●対　　象　子育て支援NPOや子
育て支援サークルの中心となって
活動している方、又はこれから活
動したいと考えている方。
●開催場所　いわき市
●募集定員　40名
●募集締切り　６月20日（金）必着
●応募方法　所定の応募申込書に必
要事項を記入し持参又は郵送によ
りお申込みください。なお、申込
書は役場健康福祉課にあります。
◆応募・問合わせ先
　〒960－8670 （住所記載不要）
　　　県庁子育て支援課
　☎024－521－7198
　メール　kosodate@pref.fukushima.jp

☆今年もやってくる☆　

サマージャンボ宝くじ　
１等前後賞合わせて３億円 !!
発売期間７月１４日～８月１日

この宝くじの収益金は、小野町のコミュ
ニティ助成事業に使われます

町営住宅入居者募集
～駅前団地～

子育て支援リーダー養成講座
受講者募集（福島県主催）



平成20年５月１日現在
　人　口 11,655人（△37）
　　男 5,611人（△15）
　　女 6,044人（△22）
　世帯数 3,796世帯（     9）
 （　）内は前月との増減
 福島県現住人口調査結果から

町の人口町の人口

税　目 期別 納期限

町県民税 １期 ６月30日（月）

●納め忘れのないように、ご確認
ください。

●納期内納入にご協力をお願いし
ます。

町税納期のご案内

※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。

5/24 新緑の中、運動会が開催されました5/24 新緑の中、運動会が開催されました!!

 取材途中、田んぼの寄せ植え
をしている人を見かけ、写真を
撮らせていただきました。
　今年の秋、たくさんの稲が実
ることを祈っています。 （美）

あ　と　が　き

　　　      　　　　　　

　　　

　　　　　

　　　

　　　　

　　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

お誕生おめでとうお誕生おめでとう
氏　　名 父・母 行政区

古川　凌玖（りく） 正靖・恵美 本　町

宇佐美秀人（ひでと） 好秀・智香 皮籠石

吉田崚太郎（りょうたろう） 喜伸・恵美子 夏　井

（４月届出分）

氏　　名 年　齢 行政区

村　上　忠　三 87 本　町

武　藤　信　助 76 反　町

山　田　ヤイ子 77 反　町

大　樂　　　力 86 大　八

村　上　　　榮 76 飯豊下

根　本　英　明 79 夏　井

橋　本　　　守 82 湯　沢

草　野　米　子 76 塩庭一区

吉　田　サ　ツ 89 和名田

（４月届出分）

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

※この欄は、プライバシー保護のため、届出の際
に同意を得た方を記載しています。
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TEL 0247-72-2111㈹
http://w

w
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.tow
n.ono.fukushim

a.jp
e-m
ail info@

tow
n.ono.fukushim

a.jp

上手に蹴ってね（飯豊小学校）

紅白リレー（小戸神小学校）

Let's 組体操（夏井第一小学校）

おしりでバン！（夏井第二小学校）


